
近年、業務用厨房に於いても電化厨房の需要が増加している状況にあります。日本の設計基準（建築設備
設計基準）では2002年(平成14年版）より電気機器の基準を加筆されています。

電化厨房では燃焼を伴わない機器が設置されるため、建築基準法※1で定められている理論燃焼排ガス量に
基づく算定方法は適用されません。この場合は建築設備設計基準※2において定められている定格電力消費量
に基づく算定方法を適用します。さらに、排気フード面風速に基づく算定方法と換気回数に基づく算定方法
による最大値を必要換気量とすることが同様に定められています。

【電化厨房施設の換気方式と換気量算定方法-1】 (出典：有限責任中間法人　日本エレクトロヒートセンター）

(建築設備設計基準準拠) (参考) (参考)

※1　国土交通省：建基令第20条の3、建設省告示第1826号,1970 ※2　国土交通省：建築設備設計基準(平成21年版),2009

電化厨房の換気方式と換気風量

No.005 □ 機器　□ ダクト　　□ 配管　■ 換気
□ 排煙　□ 自動制御　□ 他



　実用上は排気フード面速に基づく算定排気風量が採用されることが多くﾄﾞｲﾂ技術者規格(ＶＤＩ)のように
厨房機器の特性や配置、厨房の種類や規模などは考慮されていません。
また、ｷｬﾉﾋﾟｰﾌｰﾄﾞの面風速0.3[m/s]以上とされる規定値は1982年版以前のＡＳＨＲＡＥ Handbookを参照した
値と考えられますが、2007年の改定以降にはそれに関する記述は削除され、現状のASHRAEに於いては排気
フードの形状と設置される調理機器の分類に基づいて有効換気量を算定しているようです。

【電化厨房施設の換気方式と換気量算定方法-2】 (出典：有限責任中間法人　日本エレクトロヒートセンター）

(参考)

図　1　換気用天井システム施工事例　(出典：Halton社HP　http://www.halton.co.jp）

(参考)

図　2　電化厨房用個別式循環換気装置

(出典：日本ｴﾚｸﾄﾛﾋｰﾄｾﾝﾀｰ　http://www.http://www.jeh-center.org）

　空調設備ニュース ●編　集　技術委員会空調部会
●発行所　(社)大阪空気調和衛生工業協会
        　大阪市中央区安土町1丁目6-14
　　　　　TEL.06-6271-0175　FAX.06-6271-0177
            　URL.http://daikuei.com/


